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「すかがわの魅力再発見」
『 滑川神社の夏詣、風鈴飾り 』滑川神社

　第12代景
けい

行
こう

天皇の命を受けた日本武尊（ヤマトタケルノミコト）がこの地を訪れたおり、人々が日本武尊の仁徳を慕い、当地

草創の産
うぶ

土
すな

・滑川大神としてお祀りしたのが、滑川神社のはじまりと言われています。 

　夏詣は、12月の年越しの大
おおはらえ

祓と対をなす、夏
なごし

越の大祓を経て、年始から半年間の無事に感謝し、また年末に向けた半年間の無

病息災・家内安全をお祈りするため、神社・仏閣に詣でるものです。滑川神社では、１月から９月までの節句に合わせ、様々な

飾り付けを行い参拝客の目を楽しませています。

第89号
令和６年８月15日発行須賀川市

議会だより



議
長
就
任
あ
い
さ
つ

今
回
任
期
途
中
で
議
長
が
辞
任
さ
れ
、

新
た
な
議
長
選
に
お
い
て
就
任
い
た
し
ま

し
た
佐
藤
暸
二
で
す
。
再
び
議
長
の
職
を

承
り
ま
し
た
。
５
年
ぶ
り
に
復
帰
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
も
議
会
は
、
常
に
市
民
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
見
直
し
を
し
な

が
ら
取
組
が
な
さ
れ
て
き
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
そ
の
議
会
改
革
、
及
び

市
当
局
と
の
議
論
を
重
ね
た
中
で
、
市
民

に
寄
り
添
う
議
会
と
す
べ
く
取
り
組
み
、

「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
」
、「
市
民
に
求

め
ら
れ
る
議
会
」
、「
市
民
の
負
託
に
応
え

ら
れ
る
議
会
」
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

当
局
で
は
、
「
行
財
政
改
革
取
組
方

針
」
を
定
め
、
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
９

年
度
の
３
年
間
を
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と

位
置
付
け
、
財
政
の
立
て
直
し
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
議
会
、
そ
し
て
当
局
の
目
指

す
べ
き
目
標
は
、
共
に
「
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
」
に
向
け
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
一
層
の
取
捨
選
択
と
、
時
に
は
相
反

す
る
提
言
も
申
し
上
げ
る
べ
き
と
常
に

心
掛
け
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て
、

是
々
非
々
の
立
場
で
民
意
を
伝
え
て
い
く

こ
と
、
ま
た
、
議
会
全
体
の
「
和
」
を
持
っ

て
、
必
要
な
意
見
や
提
言
に
つ
い
て
は
、

当
局
と
対
等
な
立
場
で
率
直
に
伝
え
て
い

け
る
関
係
性
を
構
築
し
て
参
り
ま
す
。

今
、
自
治
体
で
は
、
人
口
減
少
社
会
、
少

子
高
齢
化
問
題
、
気
候
変
動
に
よ
る
地
球

温
暖
化
問
題
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
常
に
時

代
の
変
化
に
適
格
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

新
た
な
発
想
と
的
確
な
判
断
を
求
め
ら
れ

る
も
の
と
認
識
し
、
職
責
を
全
う
し
、
常

に
市
民
に
寄
り
添
い
、
市
民
に
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
に
お
け
る
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

６
月
６
日
開
催

令
和
６
年
６
月
定
例
会
に
て
議
長
選
出

前
議
長
の
議
員
辞
職
に
伴
い
、
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
市
議
会
で
は
立
候
補
制
を
導
入
し
て
お
り
、
佐
藤
暸
二
議
員
が
議
長
選
に
立

候
補
し
、
自
身
の
考
え
や
取
組
に
つ
い
て
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

選
挙
の
結
果
、
同
議
員
が
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

継
続
調
査
事
件
と
し
た

「
須
賀
川
駅
東
側
の
再
整
備
に
つ
い
て
」

経
済
建
設
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、市
当
局
に

対
し
、以
下
の
と
お
り
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

１
．駅
前
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

①
時
間
帯
に
よ
り
バ
ス・タ
ク
シ
ー・送
迎
車
両

が
混
在
す
る
た
め
、歩
行
者
の
動
線
を
考
慮

し
た
標
示
の
設
置
や
歩
車
分
離
の
安
全
対
策

に
配
慮
す
る
こ
と
。

②
送
迎
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、乗
降
場
及
び

停
車
場
等
を
確
保
す
る
こ
と
。

③
釈
迦
堂
川
花
火
大
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
時
の
安

全
性
を
考
慮
し
、広
い
歩
行
者
用
通
路
を
確
保

す
る
こ
と
。

２
．施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て

①
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、利
用
し
や
す
い
配
置
と

˞ྸはྩ̒ ̓ ݄ùøࡏݱ。
。ظは須賀川市議会議һとしてのظ˞

適
正
台
数
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、電
気
自

動
車
用
の
充
電
設
備
を
整
備
す
る
こ
と
。

②
東
西
の
駅
前
広
場
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
明
確
に
し
、イ
ベ
ン
ト
開
催
が
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
、賑
わ
い
創
出

に
つ
な
が
る
よ
う
な
整
備
を
行
う
こ
と
。

③
駅
の
東
西
で
の
人
の
往
来
が
活
発
に
な
る
こ

と
か
ら
、ベ
ン
チ
の
設
置
な
ど
休
憩
ス
ペ
ー

ス
を
整
備
す
る
こ
と
。

④
交
通
の
結
節
点
と
し
て
、利
用
者（
バ
ス・タ

ク
シ
ー・一般
車
）の
利
便
性
に
配
慮
し
た
配

置
に
努
め
、特
に
バ
ス
に
つ
い
て
は
、将
来
的

に
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
等
の
乗
り
入
れ
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
な
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
。

⑤
須
賀
川
駅
前
交
番
の
駅
東
口
へ
の
移
転
に
つ

い
て
は
、新
栄
町
町
内
会
か
ら
市
へ
要
望
書
が

提
出
さ
れ
、市
で
は
５
月
２
日
に
、福
島
県
警

本
部
長
と
須
賀
川
警
察
署
長
に
要
望
書
を

提
出
し
、実
現

に
向
け
取
り
組

ま
れ
て
い
る
が
、

地
元
の
機
運
も

高
まって
い
る
こ

と
か
ら
、土
地
の

確
保
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、引

き
続
き
、積
極

的
な
働
き
か
け

を
行
う
こ
と
。

須賀川市議ձ議
ᐅೋ　౻ࠤ

委
員
会
活
動
報
告

佐
藤
暸
二
議
員
の
議
長
就
任
に
伴
い
、
議

会
運
営
委
員
の
辞
任
の
申
出
が
あ
り
、
新
た

に
、
深
谷
勝
仁
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
ùø
日
か
ら
任
期
が
ス
タ
ー
ト
し
た
議

員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

議
員
紹
介

委
員
紹
介

安あ
ん
藤ど
う

正ま
さ
博ひ
ろ

（
þü
歳
）

栄
町
２
９
５

０
９
０
ー
６
２
５
７
ー
４
５
４
５

ظ̍

ઃதの須賀川Ӻࣷݐ

議
長
あ
い
さ
つ・議
員
紹
介
な
ど

議長あいさつ・議員紹介など
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අ 都市計画街路整備事業【都市計画課】

問

答

工事内容について伺う。

やཱݐ༧ఆ۠Ҭのۀࣄ
のৄࡉใௐࠪ、ٴͼิঈඅ
をࢉఆすΔͨΊのௐࠪඅ༻で
͋Δ。

ফඅ 消防団管理運営事業【市民安全課】

問

答

企業からの寄附に至った経緯を伺う。

して༺׆൛;Δ͞とೲ੫をۀا
ͦ。ෟのਃग़͕͋っͨد のࡍ、૬
ख͔ۀاらফۀࣄに׆༻い
͖ͨͩͨいࢫの͕͋Γ、Ր
ҥのߪ入にࢸっͨ。

問

答

防火衣について、今年度60着購入予定とのこ
とだが、必要数は何着か伺う。

શஂの֤ಮॴに、�ணͣͭି༩すΔΑうܭը
していΔ。ඞཁは���ண͕ͩ、ࠓにはશ
ಮॴにି༩で͖Δ見ࠐみ。

議案第41号 専決処分の承認を求めることについて【税務課】

議案第45号　須賀川市国民健康保険税条例の
一部を改正する条例について【保険年金課】

問

答

定額減税が６月より実施されているが、個人住
民税からの定額減税の実施方法、実施状況と
今後の予定について伺う。

ఆֹݮ੫の࣮ํࢪ๏にͭいては、ऩํ๏͝と
にҟなΔ。࣮ ༩ಛผڅにͭいては、ᶃگঢ়ࢪ
ऩ�����ਓは�݄��、ᶄී௨ऩ����ਓ
は�݄��、ᶅۚಛผऩ����ਓは�݄��
に、ͦ れͧれఆֹݮ੫ֹをࡌهしͨೲ੫௨知
ॻをૹしͨ。ޙࠓ、ೲ੫ٛऀ͔らमਖ਼ਃࠂ
͕な͞れͨ߹、੫ֹのࢉܭ࠶をߦい、վΊ
てݮ੫ֹをࢉग़し、ೲ੫௨知ॻをૹすΔ。

問

答

課税限度額の引き上げにより影響を受ける世
帯数と、増収となる金額について伺う。また、５
割軽減と２割軽減に係る軽減判定所得の引き上
げにより、それぞれの軽減措置によって増加す
る世帯数、及び減収となる金額について伺う。

ֹաੈଳは��ੈଳで͋Γ、���ສԁの૿ऩݶ
͕見ࠐまれΔ。まͨ、ׂ̑ܰੈݮଳは��ੈଳ、ׂ̎ܰݮ
ੈଳは��ੈଳ૿Ճし、���ສԁのݮऩ͕見ࠐまれΔ。

企業からの寄附に至った経緯を伺う。

一般会計補正予算に13億309万６千円を追加
令和６年度６月補正予算

ɹ̒ ݄ఆྫ会は、݄̒̒ ͔ら�̓ までの��ؒの会ظで։͔れ、ྩ ̒ Ұൠ会ิܭਖ਼༧ࢉをはじΊ、議Ҋ̕ ݅ŋ議һ
ఏग़議Ҋ̍ ɾ݅議һఏग़ҙ見ॻҊ̏ ɾ݅̏ئ ɾ݅ใ̕ࠂ ͕݅ఏग़͞れましͨ。
ɹ̒ ݄��ٴͼ��に༧ࢉৗҕһ会͕։͔れ、̎݅のิਖ਼༧ࢉ議Ҋにͭいて৻ॏな৹ࠪをߦい、いͣれもݪҊのと͓
ΓՄܾしましͨ。
ɹここでは、ྩ ̒ Ұൠ会ิܭਖ਼༧ࢉの৹ࠪٴͼ૯ׅ࣭ٙに͓けΔ࣭ٙとหのҰ෦を͝հします。

６月定例会における主な一般会計補正予算内容
۠　分 　༰ 金　ֹ

݄̐
専決༧ࢉ

ఆֹݮ税にるγεςϜ改मにཁするܦඅ
ʪɹɹ༰ʫɾܥװجγεςϜվमۀҕୗྉ

11�4ສ̒ઍԁ
����ສ̒ઍԁ

݄̑
専決༧ࢉ

৽ͨにྩ̒年ݸਓॅ民税͕ඇ課税とͳͬͨੈଳにରするࢧԉにཁするܦඅͳͲ
ʪओな༰ʫɾՁߴಅॏࢧԉڅۚ
ɹɹɹɹɹɹɾఆֹݮ੫ௐڅۚ

̔ԯ�1��ສԁ
̍ԯ����ສԁ
̒ԯ����ສԁ

݄̒
ิ正༧ࢉ

৽ܕίϩφΠϧεϫΫνϯఆظछに͏ਓ༧防छਪਐ事業にཁするܦඅのิ正ͳͲ
ʪओな༰ʫɾ৽ܕίϩφΠϧεϫΫνϯఆظछにうਓ༧छਪਐۀࣄに
ɹɹɹɹɹɹɹཁすΔܦඅのิਖ਼
ɹɹɹɹɹɹɾ෩ධ১にけͨऔ組をߦうऀۀにରすΔิॿۚ

̏ԯ����ສ̔ઍԁ
̍ԯ����ສ̏ઍԁ

����ສ̏ઍԁ

݄̒Ճ
ิ正༧ࢉ

市議ձ議һのܽһに͏須賀川市議ձ議һิܽબߦࣥڍにཁするܦඅͳͲ
ʪɹɹ༰ʫɾ市議会議һのܽһにう須賀川市議会議һิܽબߦࣥڍにཁすΔܦඅ
ɹɹɹɹɹɹɾํੜԠԉ੫੍دෟ ʢۚۀا൛;Δ͞とೲ੫ʣにΑΔدෟにうՐҥߪ入にཁすΔܦඅ

5���ສ̎ઍԁ
����ສ̎ઍԁ

���ສԁ

可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決
議
案
審
査

議案審査

須賀川市議ձͩΑΓ 第��号 ྩ̒年݄̔15ൃߦ�



13人の議員が

市政に対する一般質問を行いました
一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、住民の声や自身の考え方をもとに、

市政全般について市長などの方針を問うものです。

議会だよりでは、スペースの都合上、質問と答弁が要約してありますが、
QRコードをスマートフォン等で読み取ると、全体の録画映像を見ることができます。

দ川 ༐࣏

答
歴
史
民
俗
資
料
館
に

お
け
る
改
修
工
事
の
目

的
に
つ
い
て
は
、
限
ら

れ
た
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
を

有
効
に
活
用
す
る
た

め
、
収
蔵
し
た
状
態
で

あ
り
な
が
ら
展
示
も
行

う
形
態
へ
改
修
す
る
こ

と
で
、
膨
大
な
民
具
な

ど
の
収
蔵
品
に
つ
い
て

広
く
公
開
し
、
効
率
よ

く
展
示
で
き
る
施
設
と

す
る
。
な
お
、
施
設
全

体
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ

い
て
は
、
地
域
文
化
の

振
興
を
図
る
と
と
も

に
、
文
化
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り
に
寄
与
す

る
施
設
と
す
る
考
え
で

あ
る
。

答
歴
史
民
俗
資
料
館
が

地
域
住
民
や
市
民
に

と
っ
て
新
た
な
学
び
や

交
流
の
場
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
の

歴
史
や
文
化
に
触
れ
る

機
会
が
創
出
さ
れ
る
こ

と
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
結
束
が
強
ま
る

と
と
も
に
、
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

歴
史
民
俗
資
料
館
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

①
指
定
文
化
財
の
保
護

及
び
継
承
に
つ
い
て

問
歴
史
民
俗
資
料
館

は
、
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
に
基
づ
き
、
令
和

６
年
５
月
か
ら
休
館
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行

う
が
、
改
修
工
事
の
目
的

と
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て

伺
う
。

問
改
修
後
に
お
け
る
地

元
地
域
や
市
内
全
域
へ

の
波
及
効
果
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

ੴಊ 正ষ

答
中
心
市
街
地
の
現
状

は
、
「
新
庁
舎
」
の
開

庁
を
は
じ
め
「
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
・
ｔ
ｅ
ｔ

ｔ
ｅ
」
の
開
館
な
ど
に

よ
り
中
心
市
街
地
へ
の

来
訪
者
が
増
え
、
周
辺

に
お
け
る
歩
行
者
通
行

量
や
飲
食
店
を
は
じ
め

と
し
た
来
店
客
の
増
加

に
つ
な
が
る
な
ど
、
良

い
影
響
が
表
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
「
風
流
の
は
じ
め

館
」
の
開
館
や
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
空
き
ビ

ル
を
活
用
し
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
シ
ョ
ッ
プ
の
整

備
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
ー
Ｐ
Ｆ
Ｉ

を
活
用
し
た
翠
ヶ
丘
公

園
内
の
温
浴
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
中

心
市
街
地
エ
リ
ア
内
の

ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
お

答
新
規
出
店
希
望
者
を

支
援
す
る
「
ま
ち
な
か

出
店
推
進
事
業
補
助

金
」
の
対
象
に
、
店
舗

併
用
住
宅
改
修
費
、

シ
ェ
ア
店
舗
整
備
費
や

専
用
住
宅
か
ら
店
舗
併

用
住
宅
へ
の
改
修
費
の

補
助
を
創
設
し
、
出
店

に
適
し
た
物
件
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。

市
民
や
民
間
事
業
者

に
よ
る
公
共
空
間
を
活

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
に
は
、
ま
ち
な
か
へ
の

来
訪
者
の
増
加
を
目
的

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
支

援
す
る
「
イ
ベ
ン
ト
等

消
費
喚
起
応
援
事
業
費

補
助
金
」
に
、
今
年
度
か

ら
学
生
が
主
体
的
に
行

う
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
す

る
「
学
生
イ
ベ
ン
ト
事

業
補
助
」
を
新
た
に
設

け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
に

つ
い
て

問
中
心
市
街
地
の
現
状

に
関
し
て
、
市
当
局
と

し
て
ど
の
よ
う
な
考
え

方
、
認
識
を
持
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

問
ま
ち
な
か
へ
の
出
店

希
望
者
へ
の
支
援
を
踏

ま
え
た
空
き
物
件
、
店
舗

の
確
保
、
市
民
や
民
間
事

業
者
に
よ
る
公
共
空
間

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

開
催
へ
の
取
組
を
伺
う
。

お
む
ね
完
了
し
た
と
考

え
て
お
り
、
今
後
は
こ

れ
ら
ハ
ー
ド
を
活
か
し

た
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開

が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

;る͞とֶश ᑅিਆࣾ

６
月
定
例
会一般
質
問

６月定例会一般質問
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ླ 正উ

答
再
編
方
針
を
含
め
た

個
別
施
設
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
計
画
期
間

内
で
あ
っ
て
も
必
要
に
応

じ
て
適
宜
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

上
位
計
画
で
あ
る
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
合

わ
せ
、
令
和
９
年
度
か
ら

の
ø÷
年
間
を
計
画
期
間
と

し
た
次
期
計
画
の
中
で
、

社
会
情
勢
や
利
用
者
ニ
ー

ズ
の
変
化
も
踏
ま
え
見
直

し
を
図
る
考
え
で
あ
る
。

答
博
物
館
に
つ
い
て

は
、
改
修
時
期
を
目
途
に

複
合
化
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導

入
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
、
多
く
の
来
館
者
が
見

込
め
る
施
設
を
目
指
す

考
え
で
あ
る
。

ま
た
、
歴
史
民
俗
資
料

館
に
つ
い
て
は
、
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
に

基
づ
き
、
長
寿
命
化
工
事

や
展
示
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
実
施
す
る
こ
と
で
施

設
環
境
を
整
え
、
地
域
文

化
の
振
興
を
図
る
と
と

も
に
、
文
化
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
施
設
と
す
る
考

え
で
あ
る
。

市
公
共
施
設
等

個
別
施
設
再
編
の

取
組
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

①
視
覚
障
が
い
者
等
の

た
め
の
音
声
コ
ー
ド
の

利
用
促
進
に
つ
い
て

②
食
品
ロ
ス
削
減
対
策

推
進
に
つ
い
て

問
定
期
的
な
見
直
し
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

く
の
か
伺
う
。

問
博
物
館
、
歴
史
民
俗

資
料
館
に
お
け
る
今
後

の
取
組
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

ദଜ मޗ

答
業
務
内
容
は
、
特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
・
生
徒
へ
の
サ
ポ
ー
ト

業
務
で
あ
り
、
具
体
的
に

は
生
活
習
慣
確
立
の
た
め

の
日
常
生
活
の
介
助
、
発

達
に
困
難
を
抱
え
る
児

童
・
生
徒
に
対
す
る
学
習

支
援
や
学
校
行
事
等
で
の

支
援
、
児
童
・
生
徒
の
安

全
確
保
を
行
っ
て
い
る
。

答
特
別
な
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
・
生
徒
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

そ
の
支
援
に
対
応
す
る
た

め
特
別
支
援
教
育
支
援
員

の
増
員
が
必
要
な
状
況
に

あ
る
。
市
教
育
振
興
基
本

計
画
で
は
、
現
在
の
特
別

支
援
教
育
支
援
員
数
ü÷

名
か
ら
、
令
和
９
年
度
ま

で
に
ý÷
名
に
増
員
す
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
の
専
門
性
を

高
め
る
研
修
会
や
、
市

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
指

導
主
事
に
よ
る
学
校
訪

問
を
継
続
し
な
が
ら
、

特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
・
生
徒
が
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

対
応
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の

配
置
に
つ
い
て

問
特
別
支
援
教
育
支
援

員
が
数
年
前
か
ら
学
校

に
勤
務
し
、
岩
瀬
郡
の
幼

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

の
９
割
近
い
施
設
に
お
い

て
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
教
育
支
援
員
の
業

務
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

問
市
教
育
委
員
会
と
し

て
の
、
今
後
の
支
援
員

等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

େՏ

答
年
齢
制
限
を
設
け
た

目
的
は
、
子
育
て
世
帯

を
中
心
に
若
い
世
代
の

移
住
定
住
を
促
進
し
、

本
市
の
人
口
減
少
対
策

に
資
す
る
も
の
と
す
る

た
め
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
に

お
け
る
お
試
し
居
住
の

実
績
は
７
世
帯
øû
名
、
う

ち
２
世
帯
３
名
が
移
住

に
つ
な
が
っ
た
。

答
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確

に
し
た
上
で
計
画
的
に

移
住
定
住
促
進
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
市
の
移
住
定
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど

に
お
い
て
、
本
市
の
魅

力
と
移
住
希
望
者
の
仕

事
や
子
育
て
へ
の
不
安

を
解
消
さ
せ
る
た
め
、

各
種
支
援
制
度
な
ど
の

情
報
発
信
の
充
実
に
努

め
る
ほ
か
、
国
の
制
度

や
財
政
支
援
を
有
効
に

活
用
し
、
移
住
定
住
の

促
進
を
図
っ
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

移
住
定
住
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

①
空
港
利
用
促
進
と
観

光
誘
客
に
つ
い
て

②
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

い
て

問
須
賀
川
暮
ら
し
住
宅

取
得
支
援
事
業
補
助
金

が
設
立
、
基
準
日
時
点

で
年
齢
を
ûĀ
歳
以
下
と

す
る
と
の
制
限
が
設
け

ら
れ
た
。
そ
の
狙
い
と

昨
年
ø÷
月
に
開
始
し
た

お
試
し
居
住
の
令
和
５

年
度
に
お
け
る
実
績
に

つ
い
て
伺
う
。

問
実
績
や
課
題
等
を
踏

ま
え
、
今
後
の
移
住
定

住
促
進
を
ど
う
図
っ
て

い
く
の
か
伺
う
。

答
平
成
øÿ
年
度
の
学
校

教
育
法
改
正
に
よ
り
、
小

中
学
校
等
に
在
籍
す
る
、

教
育
上
、
特
別
の
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒

問
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
が
学
校
現
場
で

配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
伺
う
。

に
対
し
て
適
切
な
教
育

を
行
う
こ
と
が
明
確
に

位
置
付
け
ら
れ
た
。
平
成

øĀ
年
度
か
ら
は
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
配
置

す
る
た
め
に
必
要
な
地

方
財
政
措
置
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ

て
い
る
。

答
用
途
廃
止
と
な
る
団

地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

入
居
者
が
退
去
し
た
段

階
で
解
体
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
が
、
入
居
者

数
が
一
定
数
以
下
と

問
用
途
廃
止
と
し
た
団

地
に
つ
い
て
は
、
今
後

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

な
っ
た
団
地
は
住
み
替

え
の
協
議
を
行
う
な

ど
、
計
画
的
に
用
途
廃

止
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

答
７
月
の
東
北
移
住
＆

つ
な
が
り
大
相
談
会

問
令
和
５
年
度
に
お
け

る
移
住
希
望
者
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
状
況

と
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

２
０
２
３
、
ø÷
月
の
福
島

く
ら
し
＆
し
ご
と
フ
ェ
ア

２
０
２
３
と
、
ø÷
月
の
こ

お
り
や
ま
広
域
圏
主
催

の
地
域
体
験
ツ
ア
ー
の
３

回
で
、
計
ú÷
組
ûû
名
が
参

加
し
て
い
る
。

６
月
定
例
会一般
質
問
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ླ ༸ೋ

答
農
業
従
事
者
数
に
つ

い
て
は
、
５
年
ご
と
に

行
わ
れ
る
農
林
業
セ
ン

サ
ス
に
よ
り
、
今
後
も

減
少
し
て
い
く
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
。

農
業
従
事
者
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
県
の
農

業
経
営
・
就
農
支
援
セ

ン
タ
ー
と
市
、
農
業
普

及
所
、
Ｊ
Ａ
な
ど
で
組

織
す
る
須
賀
川
市
農
政

推
進
連
絡
会
議
が
連
携

し
、
就
農
か
ら
経
営
発

展
ま
で
の
一
貫
し
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
国
の
経
営
所

得
安
定
対
策
に
よ
る
支

援
制
度
の
活
用
、
市
独
自

の
上
乗
せ
補
助
や
収
入

保
険
の
加
入
促
進
な
ど

に
よ
り
、
農
業
所
得
の
安

定
化
に
つ
な
げ
、
農
業
従

答
耕
作
放
棄
地
に
お
い

て
菜
種
、
そ
ば
の
作
付
を

行
う
生
産
組
合
な
ど
に

対
す
る
市
独
自
の
補
助

制
度
の
ほ
か
、
県
の
遊
休

農
地
等
再
生
対
策
支
援

事
業
や
市
農
業
公
社
が

実
施
し
て
い
る
耕
作
放

棄
地
対
策
事
業
の
活
用

を
推
進
し
て
い
る
。

須
賀
川
市
農
業
施
策

基
本
方
針
に
つ
い
て

問
本
市
に
お
け
る
農
業

従
事
者
数
の
今
後
の
見

込
み
、
ま
た
、
新
規
就

農
者
を
含
む
農
業
従
事

者
の
確
保
に
向
け
た
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

問
耕
作
放
棄
地
の
抑
制

に
向
け
た
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

ಊ ໌ಸ

答
国
の
安
全
運
転
装
備

義
務
化
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
と
と
も
に
、

他
の
自
治
体
の
補
助
の

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

調
査
研
究
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

高
齢
運
転
者
の
現
状
と

支
援
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副

反
応
に
つ
い
て

②
社
会
教
育
に
お
け
る

生
涯
学
習
と
図
書
館
の

在
り
方
に
つ
い
て

問
高
齢
運
転
者
に
よ
る

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

地
方
で
は
、公
共
交
通
の

減
少
な
ど
で
買
物
や
通

院
は
車
で
の
移
動
に
頼

ら
ざ
る
を
得
ず
、高
齢
と

な
っ
て
も
、生
活
の
た
め

に
運
転
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状

で
あ
る
。

さ
ら
に
、年
金
受
給
年

齢
の
引
上
げ
、定
年
延
長

な
ど
働
く
年
齢
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、通

勤
に
車
を
利
用
す
る
た

め
、免
許
証
返
納
も
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。高
齢
運
転
者

の
事
故
で
多
い
の
が
、ア

ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の

踏
み
間
違
い
に
よ
る
事

故
で
あ
る
。

過
去
３
年
間
に
お
け

る
、市
内
で
発
生
し
た
ア

ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏

み
間
違
い
に
よ
る
人
身

事
故
発
生
件
数
を
伺
う
。

問
自
治
体
で
独
自
の
補

助
制
度
を
設
け
、そ
の
多

く
は
、後
付
け
急
発
進
等

抑
制
装
置
へ
の
補
助
で

あ
る
。加
害
者
も
被
害
者

も
つ
く
り
出
さ
な
い
対

策
の
一
つ
と
し
て
、高
齢

運
転
者
へ
の
支
援
が
必

要
と
考
え
る
。

後
付
け
の
安
全
運
転

支
援
装
置
に
対
す
る
補

助
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
伺
う
。

ਂ୩ উਔ

答
本
市
出
身
で
特
撮
の

神
様
と
称
さ
れ
る
円
谷
英

二
監
督
が
礎
を
築
い
た
特

撮
は
、地
域
の
宝
で
あ
り
、

日
本
が
世
界
に
誇
る
文
化

で
あ
る
。そ
し
て
、こ
の
特

撮
文
化
は
、本
市
の
魅
力

向
上
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
と
と
も
に
、本
市
が

国
や
県
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
文
化
を
継
承
し
、発

信
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
唯
一の
自
治
体
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、事
業
推
進
の
た

め
の
整
備
等
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
国
や
県
の
補

助
金
な
ど
を
活
用
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、今
後

も
関
係
機
関
と
連
携
を
図

答
他
の
都
市
公
園
に
お

い
て
も
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ�

Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
の
導
入
は
利

便
性
の
向
上
と
に
ぎ
わ

い
創
出
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
お
り
、
事

業
展
開
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

特
撮
文
化
の

推
進
に
つ
い
て

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

①
須
賀
川
牡
丹
園
に
つ

い
て

問
特
撮
文
化
関
連
事
業

を
推
進
す
る
た
め
に
は
多

く
の
予
算
を
必
要
と
す
る

が
、
災
害
対
応
な
ど
が
続

い
た
こ
と
に
よ
る
財
政
状

況
が
厳
し
い
中
で
、
改
め

て
一
地
方
都
市
で
あ
る
本

市
が
そ
の
責
務
を
負
う

理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

問
翠
ケ
丘
公
園
以
外
で

も
、
市
内
に
は
魅
力
的
な

公
園
は
多
く
存
在
を
し
て

い
る
が
、
今
後
、
他
の
都

市
公
園
へ
の
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ�

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
事
業
展
開
の
予

定
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
令
和
３
年
度
１
件
、

４
年
度
２
件
、
５
年
度

１
件
、
合
計
４
件
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

４
件
の
う
ち
２
件
が
ýü

歳
以
上
の
高
齢
運
転
者

に
よ
る
事
故
と
な
っ
て

い
る
。

事
者
を
確
保
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

答
農
業
所
得
の
向
上
を

図
る
上
で
は
、
高
収
益
作

物
の
導
入
や
農
作
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
は
有
効
な

手
段
で
あ
る
た
め
、
農
業

普
及
所
や
Ｊ
Ａ
、
地
域
の

農
業
者
な
ど
と
協
議
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

問
も
う
か
る
農
業
を
実

現
す
る
た
め
に
ブ
ラ
ン

ド
確
立
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
で
ど
の
よ
う

な
取
組
を
行
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

り
な
が
ら
進
め
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

さ
ら
に
、市
外
か
ら
の
来

訪
者
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、市
民
の
皆

様
が
本
市
に
住
み
続
け
た

い
と
い
う
誇
り
や
愛
着
を

育
み
、特
撮
推
進
事
業
が

交
流
人
口
の
更
な
る
増
加

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
な

ど
の
発
展
へ
も
寄
与
す
る

と
考
え
て
お
り
、一
地
方
都

市
で
は
あ
る
が
、円
谷
英
二

監
督
を
顕
彰
す
る
本
市
が

担
う
べ
き
大
き
な
意
義
と

価
値
を
感
じ
て
い
る
。

６
月
定
例
会一般
質
問

６月定例会一般質問
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答
本
市
の
人
口
は
、
本

年
５
月
１
日
現
在
で

７
万
２
３
６
７
人
で
あ

り
、
令
和
２
年
の
国
勢

調
査
時
か
ら
２
６
２
５

人
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
、
合
計
特
殊
出

生
率
は
、
国
勢
調
査
の

年
を
中
心
と
し
た
５
年

間
の
出
生
数
を
基
に
５

年
ご
と
に
国
が
公
表
し

て
お
り
、
本
市
の
平
成

ú÷
年
か
ら
令
和
４
年
で

は
１
・
ûû
で
あ
り
、
前
回

調
査
か
ら
０
・
÷ü
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
て
い
る
。

答
令
和
５
年
度
の
実
績

は
、６
世
帯
øþ
名
で
あ
り
、

う
ち
４
世
帯
øù
名
が
関
東

か
ら
の
移
住
で
あ
る
。

本
市
の
人
口
減
対
策
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

①
東
日
本
大
震
災
後
の
本

市
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

②
本
市
の
空
き
家
対
策

に
つ
い
て

問
本
年
４
月
ùü
日
、
民

間
有
識
者
に
よ
る
人
口

戦
略
会
議
の
発
表
に
よ

れ
ば
、
全
国
の
û÷
％
以

上
に
当
た
る
７
４
４
自

治
体
が
若
年
女
性
人
口

の
大
幅
減
少
に
伴
い
、

将
来
的
に
自
治
体
消
滅

の
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
現
在

の
人
口
と
出
生
率
に
つ

い
て
伺
う
。

問
本
市
の
人
口
減
対
策

と
し
て
、
県
外
か
ら
の

移
住
者
に
対
す
る
住
宅

取
得
を
支
援
す
る
補
助

事
業
の
令
和
５
年
度
ま

で
の
実
績
を
伺
う
。

ԣా ༸ࢠ

答
利
用
者
の
実
績
は
、

保
育
施
設
は
令
和
４
年

度
が
４
２
８
人
、
５
年

度
が
５
１
０
人
、
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
の
預
か

り
ル
ー
ム
は
令
和
４
年

度
６
１
５
人
、
５
年
度

５
３
０
人
で
あ
る
。
受

け
入
れ
体
制
は
、
保
育

施
設
で
は
一
つ
に
専
用

の
保
育
室
で
専
任
の
保

答
事
業
者
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
保
育
施
設

を
想
定
し
て
い
る
た
め

基
本
的
な
違
い
は
な

い
。
市
に
よ
る
指
定
や

認
可
、
確
認
、
指
導
監

査
な
ど
を
行
う
と
さ
れ

て
い
る
。

子
育
て
支
援
拡
充
策
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

①
第
９
期
介
護
保
険
事

業
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
利
用
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て

問
少
し
の
間
で
も
預
け

る
こ
と
が
で
き
る
一
時
保

育
は
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
延
長
保
育
、
病

児
保
育
な
ど
の
多
様
な

保
育
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。
市
が
実
施
し
て
い
る

一
時
保
育
事
業
の
利
用
者

数
と
受
け
入
れ
体
制
に

つ
い
て
伺
う
。

問
一
時
保
育
事
業
を
よ

り
充
実
さ
せ
ず
に
、
新
た

に
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
が
令
和
８
年
度
か

ら
始
ま
る
が
、「
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
」
は
市

町
村
が
責
任
を
持
っ
て
地

域
の
子
ど
も
を
保
育
す

る
理
念
の
も
と
で
進
め
る

こ
と
に
な
る
の
か
伺
う
。

ؔࠜ ಞࢤ

答
須
賀
川
警
察
署
交
通

課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

調
査
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
ø÷
％
未
満
と
思
わ
れ

る
と
の
こ
と
。
令
和
５
年

７
月
に
警
察
庁
が
実
施

し
た
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
福
島
県
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
率
は
４
・
３
％
と

な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均

の
øú
・
５
％
を
大
き
く
下

回
っ
て
、
全
国
ワ
ー
ス
ト

５
位
と
な
っ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、
各
季

の
交
通
安
全
運
動
な
ど

を
通
し
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
る
が
、
全
世
代

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
努

力
義
務
化
が
浸
透
し
て
お

ら
ず
、
着
用
率
が
低
迷
し

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。

答
高
等
学
校
に
お
い
て

校
則
な
ど
に
定
め
が
な

い
学
校
も
あ
り
、
学
生

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の

安
全
性
に
対
す
る
認
識

が
低
い
こ
と
も
全
体
の

着
用
率
を
下
げ
て
い
る

要
因
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
。

自
転
車
利
用
に
対
す
る

市
の
交
通
安
全
施
策
に

つ
い
て

問
当
市
に
お
け
る
自
転

車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
に
つ
い
て
の
現

状
、
そ
の
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

問
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率

が
低
い
要
因
、
原
因
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
か
、
市
当
局

の
考
え
を
伺
う
。

６
月
定
例
会一般
質
問

育
士
を
原
則
２
人
配

置
、
二
つ
に
余
裕
活
用

型
で
空
き
定
員
分
を
保

育
士
等
が
行
う
も
の
。

預
か
り
ル
ー
ム
で
は
８

人
の
保
育
士
の
シ
フ
ト

制
に
よ
り
専
用
の
保
育

室
で
受
け
入
れ
て
い

る
。
ど
ち
ら
も
事
前
の

登
録
後
に
面
談
を
実
施

し
て
い
る
。

答
第
９
次
総
合
計
画
に

基
づ
き
、将
来
都
市
像
で

あ
る「
共
に
つ
く
る

住

み
続
け
た
い
ま
ち

す
か

が
わ
」を
目
指
し
、様
々
な

施
策
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、本
市
の
魅
力
を
共
有

す
る
こ
と
で
関
係
性
を
深

め
、移
住
定
住
に
つ
な
げ

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

長
沼
・
岩
瀬
地
域
に
つ

い
て
は
、過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
事
業
計
画
を
推

進
し
、持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
で
あ
る
。

問
前
の
調
査
で
過
疎
地

域
に
指
定
さ
れ
た
長
沼・岩

瀬
を
含
め
た
本
市
の
人
口

減
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
着
用
率
を
高
め
る
た

め
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
警
察
署
及

び
交
通
安
全
関
係
団
体

と
の
連
携
を
始
め
、
学

校
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、

引
き
続
き
、
外
国
人
も

含
め
た
市
民
全
体
に
対

し
て
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
市
内
の
外
国
人
を
含

め
て
、
高
校
生
の
み
な
ら

ず
、
高
齢
者
含
め
市
内
に

お
け
る
市
民
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
率
を
高
め
て
い
く

た
め
、
今
後
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
か
考
え
を
伺
う
。
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答
特
定
空
き
家
等
候
補

の
空
き
家
は
Āÿ
件
と

な
っ
て
お
り
、
ま
た
特

定
空
き
家
等
は
平
成
ú÷

年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
に

øú
件
認
定
さ
れ
、
そ
の

う
ち
øù
件
が
市
不
良
空

き
家
等
解
体
補
助
金
な

ど
の
制
度
を
活
用
し
て

除
却
さ
れ
て
お
り
、
現

在
は
１
件
と
な
っ
て
い

る
。認

定
要
件
は
国
が
定

め
た
基
準
に
伴
い
基

礎
、
外
壁
、
外
装
、
屋

根
の
構
造
の
劣
化
等
周

辺
の
通
行
人
に
対
す
る

影
響
度
、
危
険
の
切
迫

性
な
ど
立
ち
入
り
調
査

を
踏
ま
え
総
合
的
に
判

断
し
認
定
し
て
い
る
。

答
市
域
に
大
雨
警
報
、

洪
水
警
報
、
土
砂
災
害

警
戒
情
報
な
ど
発
表
さ

れ
た
時
は
必
要
な
職
員

を
動
員
し
警
戒
配
備
体

制
を
取
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

ま
た
水
害
時
の
災
害

対
策
本
部
の
配
置
基
準

に
つ
い
て
は
、
市
内
局
所

的
に
災
害
が
発
生
し
拡

大
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

き
や
複
数
の
地
域
で
災

害
の
発
生
が
予
想
さ
れ

る
と
き
と
し
て
い
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

豪
雨
対
策
に
つ
い
て

問
特
定
空
き
家
に
至
ら

な
い
特
定
空
き
家
候
補

の
件
数
及
び
特
定
空
き

家
の
件
数
、
ま
た
特
定

空
き
家
は
ど
の
よ
う
な

要
件
で
判
断
さ
れ
る
の

か
伺
う
。

問
大
雨
や
洪
水
な
ど
の

気
象
警
報
発
令
時
は
ど

の
よ
う
な
体
制
で
対
応

す
る
の
か
、
ま
た
災
害

対
策
本
部
は
ど
の
よ
う

な
基
準
で
設
置
さ
れ
る

の
か
伺
う
。

੪౻ ल

答
市
で
は
、
第
４
次
障
が

い
者
計
画
の
施
策
方
針
の

一
つ
に
権
利
擁
護
の
推
進

を
定
め
て
お
り
、
障
が
い

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

合
理
的
配
慮
の
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
障
が
い
に
対
す
る

理
解
の
促
進
、
差
別
や
偏

見
の
解
消
に
も
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

答
現
在
、
遠
隔
手
話

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
向

け
、
提
供
体
制
の
整
備

な
ど
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
７

月
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
考
え
で
あ
る
。

障
が
い
者
へ
の

合
理
的
配
慮
と

情
報
保
障
に
つ
い
て

問
令
和
６
年
４
月
１
日

よ
り
事
業
者
に
よ
る
合

理
的
配
慮
の
提
供
が
義

務
化
さ
れ
た
が
、
本
市
の

考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

問
他
市
で
は
、
聴
覚
に

障
害
の
あ
る
方
が
自
分

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か

ら
ビ
デ
オ
通
話
機
能
を

利
用
し
て
意
思
疎
通
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
遠
隔
手
話
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
が
、

本
市
に
お
い
て
実
施
予

定
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
合
理
的
配
慮
の
対
応

に
つ
い
て
は
障
が
い
者

と
事
業
者
、
双
方
で
の

問
障
が
い
者
に
と
っ
て

相
談
の
場
は
市
役
所
の

福
祉
窓
口
で
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
合
理
的
配
慮
を

検
討
す
る
企
業
に
と
っ
て

も
相
談
す
る
場
は
必
要

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
相
談

窓
口
に
つ
い
て
伺
う
。

話
し
合
い
が
原
則
で
あ

る
が
、
双
方
で
の
解
決

が
難
し
い
場
合
の
相
談

は
市
が
行
い
、
勤
務
先

に
お
け
る
職
場
環
境
や

処
遇
に
関
す
る
相
談

は
、
公
共
職
業
安
定
所

が
窓
口
と
な
る
。

答
現
在
手
話
動
画
の
配

信
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
市
民
に
対
し
さ
ら

に
興
味
関
心
を
高
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
配
信

に
向
け
検
討
す
る
考
え

で
あ
る
。

問
他
市
で
は
市
公
式

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
お
い

て
手
話
動
画
の
配
信
を

行
っ
て
い
る
が
、
本
市

で
は
実
施
す
る
考
え
が

あ
る
の
か
伺
う
。

答
他
自
治
体
の
事
例
な

ど
の
情
報
収
集
に
努
め
、

空
き
家
対
策
に
お
い
て

活
用
可
能
な
財
産
管
理

制
度
に
よ
る
売
却
や
解

体
な
ど
、
様
々
な
手
法
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

問
相
続
の
問
題
な
ど
で

所
有
者
が
い
な
い
不
明

な
空
き
家
に
対
し
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
市
の

考
え
を
伺
う
。

６
月
定
例
会一般
質
問

６月定例会一般質問

議会はどなたでも傍聴できます
本会議や委員会は、住所・氏名を記入するだけでどなたでも傍聴ができます。サークルやクラブ等、団
体での傍聴も可能です。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。また、本会議の模様をイン
ターネットで配信しています。

▲こちらのQRコードから
　アクセスしてください。 ３台停められます

本会議
ライブ中継

本会議
録画配信

防音室でお子様連れの方でも安心です

車いす使用者用スペース みんなの傍聴室

須賀川市議ձͩΑΓ 第��号 ྩ̒年݄̔15ൃߦ �



議案൪号 ݅　　　　　໊ ݁Ռ

議　
　
案

�� ઐܾॲのঝೝをٻΊΔことにͭいて ˕
�� ௐఀのਃཱてにͭいて ˕
�� 須賀川市੫ྫのҰ෦をվਖ਼すΔྫ ˕
�� ४༻Տ川ฏ川വڎ৽ઃࣄʢͦの̒ ʣのෛܖక݁にͭいて ˕
�� 須賀川市ࠃຽ݈߁อݥ੫ྫのҰ෦をվਖ਼すΔྫ ʓ

�� ฏ̎ ̏౦ຊେࡂにΑΔඃऀࡂにରすΔ市ຽ੫、ݻఆ࢈ࢿ੫、市ܭը੫ٴͼࠃຽ݈
໔にؔすΔྫのҰ෦をվਖ਼すΔྫݮ੫のݥอ߁ ˕

�� 須賀川市Ոఉ的อҭۀࣄのઃඋٴͼӡӦにؔすΔج४をఆΊΔྫのҰ෦をվਖ਼すΔྫ ˕
�� ྩ̒ 須賀川市Ұൠ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̏ ߸ʣ ˕
�� ྩ̒ 須賀川市Ұൠ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̐ ߸ʣ ˕

議һఏग़議案 � 議һのݣにͭいて ˕

議
員
提
出

意
見
書
案

� ํࡒのॆ ɾ࣮ڧԽをٻΊΔҙ見ॻのఏग़にͭいて ˕

� ඃࣇࡂಐੜెब学ࢧԉۀࣄのܧଓٴͼඃࣇࡂಐੜెのेなब学ࢧԉをٻΊΔҙ見ॻ
のఏग़にͭいて ˕

� ΊΔҙ見ॻのఏग़にͭいてٻをࢪ৯අແঈԽの࣮څߍとして学ݝ ʓ

請

願

� ํࡒのॆ ɾ࣮ڧԽをٻΊΔҙ見ॻఏग़ئॻ ˕

� ʮࠃのh ඃࣇࡂಐੜెब学ࢧԉۀࣄ のɦܧଓと、ඃࣇࡂಐੜెのेなब学ࢧԉをٻΊΔ
ҙ見ॻʯのఏग़をٻΊΔئॻ ˕

� ئΊΔҙ見ॻʯఏग़にͭいてのٻをࢪ৯අແঈԽの࣮څߍにରしʮ学ݝ ˕

報

告

� ઐܾॲのใࠂにͭいて ˕
� ྩ̑ ެӹஂࡒ๏ਓ; し͘まՊ学ৼڠڵ会ܾࢉにͭいて ˕
� ྩ̑ ެӹஂࡒ๏ਓ須賀川市εϙʔπৼڠڵ会ܾࢉにͭいて ˕
�� ྩ̑ ެӹஂࡒ๏ਓ須賀川市ࢉܾࣾެۀにͭいて ˕
�� ྩ̑ ࢁ܊ํ։ൃެܾࣾࢉにͭいて ˕
�� ྩ̑ 須賀川市Ұൠ会ܭ༧ٴࢉͼಛผ会ܭ༧܁ࢉӽ໌ڐඅの܁ӽしにͭいて ˕
�� ྩ̑ 須賀川市ਫಓۀࣄ会ܭ༧ܧࢉଓඅのచ܁࣍ӽしにͭいて ˕
�� ྩ̑ 須賀川市ਫಓۀࣄ会ܭ༧ࢉの܁ӽしにͭいて ˕
�� ྩ̑ 須賀川市Լਫಓۀࣄ会ܭ༧ࢉの܁ӽしにͭいて ˕

各議員の賛否一覧 ～上の表のうち、賛否の分かれた議案などについて、議員ごとの賛否をお知らせします～

ձ ձࢤ ৽ձ ਢլ
ະདྷձٞ ༔ձ ຊ࢈ڞౘ

ਢլஂٞࢢ
無
会
派
ܾٞ݁Ռ

� 議һ໊

議Ҋ
൪߸

深
谷

勝
仁

松
川

勇
治

関
根

篤
志

古
川

達
也

熊
谷

勝
幸

小
野

裕
史

大
柿

貞
夫

佐
藤

暸
二

五
十
嵐

伸

柏
村

修
吾

鈴
木

洋
二

石
堂

正
章

鈴
木

正
勝

市
村

喜
雄

深
谷

政
憲

溝
井

光
夫

大
河
内
和
彦

斉
藤

秀
幸

浜
尾

一
美

本
田

勝
善

堂
脇

明
奈

横
田

洋
子

大
内

康
司

賛

成

反

対

棄

権

議Ҋୈ��߸ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ � ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˔ ˔ ˓ �0 � 0
議һఏग़ҙ見ॻҊ�ୈ�߸ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ � ˓ ˔ ˔ ˔ ˔ ˔ ˓ ˓ ˓ ˓ ˔ ˓ ˓ ˓ ˔ �� � 0
˞˓はࢍ��˔はରɹ˞ٞʢࠤ౻�ᐅೋʣは、ܾ࠾に加ΘりまͤΜ。

６月定例会の審議結果をお知らせします！
݁Ռのදࣔه号 ˕�全ձ一கͰՄ決ɺ承認ɺ࠾ɺྃ 承

ଟͰՄ決ࢍ ˓
൱͕分͔Εͨ議案ࢍ 

審議結果

審
議
結
果

須賀川市議ձͩΑΓ 第��号 ྩ̒年݄̔15ൃߦ�



小学校議場見学 の様様様様子子子子子子子をををお知らせせせしししままままますすすすす
小学校議場見学 の様子をお知らせします

須賀川市議会では、議会を身近に感じてもら
うことや、議会の仕組みを知ってもらうことな
どを目的として、随時、見学を受け入れてい
ます。

特　
　
集

特　集

須賀川市議会だより 第89号 令和６年８月15日発行 10



小学校議場見学 の様子をお知らせします

須賀川市議会では、議会を身近に感じてもら
うことや、議会の仕組みを知ってもらうことな
どを目的として、随時、見学を受け入れてい
ます。

特　
　
集
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2024/8/29（木）
9/26（木）

29
日間

須賀川市議会だより 第89号 発行日／2024年８月15日発行／須賀川市議会

日 月 火 水 木 金 土
８／25 26 27 28 29 30 31

招集日
【本会議】
（議案一括上程・
提案理由説明） 議員議案調査

休会

９／１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

休会 議会運営委員会

議員議案調査 議員議案調査 議員議案調査

総括質疑等
【本会議】

（総括質疑、議案等の委員会付託）
議員議案調査 常任委員会議案調査

休会

８ ９ 10 11 12 13 14

休会
常任委員会議案調査（予備日）

一般質問
【本会議】

一般質問
【本会議】

一般質問
【本会議】

【委員会】
総務常任委員会
経済建設常任委員会

休会

15 16 17 18 19 20 21

休会 休会
ʲ委員会】

文教福祉常任委員会

【委員会】
予算常任委員会

【委員会】
決算特別委員会

【委員会】
決算特別委員会

休会

22 23 24 25 26 27 28

休会 休会
【委員会】
決算特別委員会

事務整理
最終日
【本会議】

（委員長報告、議案等
の質疑・討論・採決）

会期中の活動内容
招集日【本会議】８月29日

総括質疑等【本会議】９月５日

常任委員会【議案調査】９月６日

一般質問【本会議】９月10日～12日

常任委員会【議案審査】９月13日～18日

決算特別委員会【決算審査】９月19日～24日

最終日【本会議】９月26日

委員長
横田　洋子
副委員長
鈴木　洋二
委　員
深谷　勝仁
松川　勇治
関根　篤志
柏村　修吾
斉藤　秀幸
深谷　政憲

予定はߦճのൃ࣍
11月15日㈮

市議ձ̝̥ 市議ձͩΑΓ

˔�定ྫձのձظをܾ定͠ます。
˔�定ྫձにఏग़されたٞҊのఏҊཧ༝のઆ໌を受けます。

˔�ٞҊにରするٞһの૯ׅ࣭ٙをߦいます。
˔�ٞҊのৄࡉな৹ࠪをߦうたΊ、ୗするҕһձをܾ定͠ます。

˔�֤ৗҕһձにୗされたٞҊについて、ҕһձを։͠࠵、
ɹ�ٞҊௐࠪをߦい、今後の৹ࠪにඋ͑ます。

状況ߦのࣥࢢ、いߦશൠの事について࣭をࢢ�˔
ɹ�今後の方を֬ೝ͠、ٞһと͠てのҙݟをड़ます。

˔�֤ৗҕһձにୗされたٞҊئについて、࣭ٙをߦい
ɹ�ながらࡉか͘৹ࠪ͠ます。

、について、そのೝ定৹ࠪのたΊઃ置されࢉのલ年度予ࢢ�˔
ɹ�࣭ٙをߦいながらࡉか͘৹ࠪ͠ます。

˔�֤ৗҕһձにୗされたٞҊについて、ҕһから৹ࠪの
ɹ�経աと݁Ռをใ͠ࠂ、࣭ٙ、౼、ܾ࠾をߦいます。

議会ͩΑΓୈ��߸の࣍のࣄهに͓いて、ޡΓ͕͋Γましͨ。͓ͼしてగਖ਼いͨします。
ɾ̍ϖʔδදࣸࢴਅのઆ໌の಄
ɹ�×ฏ݄̏̐に、˰�ʓྩ݄̏̐に、
ɾ̏ϖʔδதஈɺ第࣍̕૯߹計画̐分のओͳ事業のʮ͠͝とʯཝத
ɹ�৽نऀۀҭࢧԉۀࣄɹ����ສԁ��ʢআʣ
ɾ11ϖʔδ務׆ಈඅのӈଆԁάϥϑの༻ֹ
ɹ�×�������ԁ�˰�ʓ�������ԁ

お詫びと訂正

議会広報
常任委員会

９月 定 例 会 会 期 予 定の

1�
編集／議会広報常任委員会 須賀川市八幡町135番地 電話0248-88-9162

須賀川市議会だより　発行部数23,000部 １部あたりの単価約54円（税込）




